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　売上高 ２，４４９百万円 （前年比 37.4％減）

　受注数量は底打ち・反転したが、回復に遅れ

需要回復遅れ　売上大幅減少

　ビジネスユニット制強化で機動性と業務内容の向上

　高付加価値製品の開発と新製品の投入

　ポイントを絞った研究開発　助成金・外部との協業の活用

厳しい環境下で黒字が出せる体質作り急ぐ

　第４四半期連結会計期間　６四半期ぶりの黒字
　４Ｑ連結　営業益７０百万　経常益７０百万　純利益６５百万　

　原価低減・休業実施・役員報酬の削減等を実施

経営改善に注力　下期に効果

２００９年度　決算ハイライト
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（単位　百万円）

売上高売上高 修正予算を上回るも前年度比修正予算を上回るも前年度比 ３７．４３７．４％％減減

▲208

▲205

▲170

2,345

09年

修正

予想

▲11.9
%▲20▲216.7%▲ 353▲19082163営業利益

▲8.4
%

▲6.9
%

+4.4
%

▲17

▲14

+104

修正予想差異

17

22

2,940

09年
当初
予想

▲108.1
%▲ 117▲225▲108純 利 益

▲ 388.4
%▲ 295▲21975経常利益

▲37.4
%▲ 1,4622,4493,911売 上 高

前年度比
09年
通期

08年

通期

２００９年　通期実績　（連結）
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（単位　百万円）

566.36円

89.0%

6,774

7,612

08年
期末

551.57円

89.2%

6,597

7,393

09年

期末

▲14.79
円

-

▲176

▲218

前年度末比

▲2.6%

+0.2 

(%)

▲2.6%

▲2.9%

自己資本比率（％）

一株当たり純資産
（ 円 ）

純 資 産

総 資 産

概　況

総資産　減少

純資産　減少

受取手形及び　　　　　
売掛金減少　▲253

商品在庫減少　▲176

利益剰余金の減少　▲225

２００９年　総資産および純資産の状況（連結）
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1,074 1,086

937

813

617

523 509

797

152

58

▲ 123

▲ 12
▲ 52

▲ 152
▲ 85

70

▲ 85
▲ 153

65

144

63

▲ 277

▲ 50▲ 39

-400

-200

0
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1,200

1,400

1,600

売上高 経常利益 純利益
（単位　百万円）

08年
２Ｑ

41.442.0 39.1

28.8
31.031.4

29.4

37.4

粗利益率（％）

08年
１Ｑ

08年
３Ｑ

08年
４Ｑ

09年
１Ｑ

09年
２Ｑ

09年
3Ｑ

09年
４Ｑ

業績の推移（四半期・連結）

売上高下げ止まり　４Ｑ黒字化売上高下げ止まり　４Ｑ黒字化
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▲ 108 ▲225
08年

純損失

粗利
▲675

販管費
減少

+322

営業外収益
営業外費用

+58

特別利益
特別損失

+87

税金等
支払減

+91

（単位　百万円）

208

売上減
▲1,462
原価減
+786

不動産賃貸料減　▲28
為替差損減　　　　 +77
その他　　　 　　　　+9

０

09年

純損失
その他 +91

前年度比
純損失増

117

有価証券評価損減　+83

その他　　　　　　　 +4

人件費減　　　　　+91
研究開発費減※　+125
その他　　　　　　+106

当期純利益減少の要因分析　（連結）

経費節減と原価低減で純損失を圧縮経費節減と原価低減で純損失を圧縮

※研究開発費減少の主要因は、ＢＵ制への移行に伴う、研究開発員の配置転換によるものであります。※研究開発費減少の主要因は、ＢＵ制への移行に伴う、研究開発員の配置転換によるものであります。
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82

216

303

107

-300

-150

0

150

300

450

０６年 ０７年 ０８年 ０９年

期末残高増減額の推移

営業期首残高 期末残高投資 財務 換算差額

(単位　百万円）

913

1,129

1,432 1,540

0

500

1,000

1,500

2,000

06年 07年 08年 09年

期末残高の推移 (単位　百万円）

1,432 1,540

投資有価証券取得▲192
有形固定資産取得 ▲59
その他　　　　　　　　▲18
　

リース債務返済　▲3
税引前純利益 ▲221
売上債権減　　　+241
棚卸資産減　 +205
その他　　　 　　+176

▲269 ▲3 +107

（単位　百万円）

▲21

+614 ▲43 ▲91 ▲17508年度のCF +303

+401

為替等　　　　▲21

キャッシュ・フロー　（連結）
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伸長率前年比構成比
09年
通期

構成比
08年
通期

合計

うちソフトウェア

その他

光測定器

光部品

▲37.4%

▲5.9%

▲3.8%

▲14.4%

▲48.3%

－

6.2%

6.3%

23.9%

69.8%

－

9.3%

9.6%

32.7%

57.7%

▲1,462 2,4493,911

242

245

935

2,730

228

236

800

1,412

▲14

▲9

▲ 135

▲1,318

（単位　百万円）

概　況

光部品　好調

北米向け製品 急回復せず

円高と単価下落が影響

設備投資減少で苦戦
廉価版商品に人気

企業経費削減の影響

光部品　好調光部品　好調

光測定器　微減

光部品　好調

光測定器　微減

ソフトウェア伸び悩み

光部品　半減

光測定器　減少

OCT光源 展開に時間

新規商材立ち上げへ

事業別売上高　（連結）

経営環境　十分に回復せず経営環境　十分に回復せず
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日本
北米

ヨーロッパ

中国/アジア

グラフ凡例

（単位　百万円）

2,722

1,550

801

640

312

184

76

73

08年 09年

2,449

3,911

26.2%26.2%

7.5%7.5%

3.0%3.0%

63.3%63.3%69.669.6%%

20.5%20.5%

8.0%8.0%

1.9%1.9%

▲▲43.043.0%%

▲▲40.840.8%%

▲▲20.120.1%%

▲▲3.6%3.6%

販売拠点別
Bill to:

概　況

2,695

1,525

415

289

313

256

378

488

08年 09年

11.8%11.8%

10.4%10.4%

15.5%15.5%

62.3%62.3%6688.9%.9%

8.0%8.0%

12.5%12.5%

10.6%10.6%

▲▲43.443.4%%

▲▲30.330.3%%

▲▲2222.5%.5%

仕向地別
Ship to:

生産設備投資減少

アジア販売減少

円高で価格競争激化

北米減少

国内企業納入の北米向け
光部品が減少

日本大幅減

USAに販売管理業務統合

ヨーロッパ

▲▲18.218.2%%

3,911

2,449

日本における売上が大幅減少日本における売上が大幅減少

地域別売上高　（連結）
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556 528

198
114

115

86

66

72

08年 09年

概　況

グラフ凡例

（単位　百万円）
日本
北米

ヨーロッパ

中国

北米向け光部品減少
（日本の顧客経由含む）

製造設備向けで苦戦

光部品

光測定器

ＯＣＴ次の開拓 足踏み

1,922

791

603

521

197

99

9

0.1

08年 09年

1,412

▲▲58.8%58.8%

▲▲49.7%49.7%

▲▲89.7%89.7%

光部品

▲▲4.9%4.9%

▲▲42.7%42.7%

++9.59.5％％

光測定器

▲▲13.6%13.6%
▲▲25.5%25.5%

2,730

800

935

日本の光製品の受注が大きく減少日本の光製品の受注が大きく減少

拠点別売上高（拠点/事業別・連結）

中国　研究開発用途健闘
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減価償却・リースと投資の推移 （単体）

462

195
78

277

208

178
141

89
88

92

52

46

27

135 102 79 103 90

101

41
37

34 31 28

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

凡例 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 10年

原価

営業外

販管費

（単位　百万円）

793

451

355
280

202 223

減価償却費+リース料の推移

42 47
56

20

17
19 8

17

17

68

8

10

76

133

72

47
50

100

150

200

250

07年 08年 09年 10年（予）

その他

開発用機械等

量産用製造設備投資

今後の設備投資計画（単位　百万円）

220 ERPシステム

５０

284 258
220 217

305
363

238 250
100

200

300

400

500

03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 10年（予）

研究開発費（人件費含む）の推移（単位　百万円）

的を絞った研究開発投資を実施的を絞った研究開発投資を実施

197

※09年度の研究開発費減少の主要因は、ＢＵ制への移行に伴う研究開発員の配置転換によるものであります。
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２０１０年通期予想　（連結）

－+5円5円0円0円年間配当(円）

8

▲68

▲69

1,155

10年
２Ｑ予想

+130.0%+24757▲190営業利益

+158.6%+357132▲225純 利 益

+126.0%+27657▲219経常利益

+7.6%+1872,6362,449売 上 高

09年度比 （通期）
10年

通期予想
09年
通期

利益確保で黒字・復配を目指す利益確保で黒字・復配を目指す

（単位　百万円）

■　特別利益８０百万円の発生
平成22年5月に実施の取締役退職慰労金制度の改定に伴い、引当金の取崩８０百万円が発生。
第1四半期において、特別利益を計上。
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市場動向と
当社の事業戦略
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光通信市場のゾーン別状況

LONG HAUL　長距離通信

METRO　中距離・都市間通信

ACCESS　局舎＝加入者間通信

海底ケーブル向け設備投資　大型案件一段落

アジア地域の小規模案件は継続

北米大手キャリアは必要に応じて増強中

北米ＣＡＴＶ等では停滞続く

日本のＮＧＮインフラは主要都市を網羅済

成長鈍化は見られるが、一定の期待はできる

日本ではＦＴＴＨがブロードバンドの半数に

新興国でも広がれば上位網を刺激



15

1362.9

1234

988.4

879.6

812.9

721.7
623.6

523.6

469.1
424.5

319.7

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

04年11月 05年11月 06年11月 07年11月 08年11月 09年11月

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

05年3月末 06年6月末 07年6月末 08年6月末 09年12月末

単位　万

FTTH その他

ブロードバンド加入者数（日本）

１日あたりのダウンロードトラフィック総量　（日本）

ついにFTTHがDSLを逆転
シェア50％を超える

年成長

+37.9%

G bps

(出所：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」　より当社作成）

通信量増加傾向継続

20092009年時点における年時点におけるFTTHFTTHの世帯普及率。青はの世帯普及率。青はFTTHFTTH、、オレンジはオレンジはFTTFTTBB（（ビルまで光ビルまで光++構内構内LANLAN）　）　

出典出典 : : FTTH Council Europe FTTH Council Europe ““Annual Report April 2009 Annual Report April 2009 –– April 2010April 2010””より当社作成より当社作成

21%

14%

16%

37%

1%5%
6%

6%
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拡大する通信網と求められる高度な光技術

逼迫する交差点の整理機能逼迫する交差点の整理機能
通信量増加による混雑は、バックボー通信量増加による混雑は、バックボー
ンだけを増強しても解決しない。ボトンだけを増強しても解決しない。ボト
ルネックは交差点での経路判定。速度ルネックは交差点での経路判定。速度
を落とさず、正しい経路へスイッチすを落とさず、正しい経路へスイッチす
る高度な光部品が求められている。る高度な光部品が求められている。

進むクラウド化と求められる安全性進むクラウド化と求められる安全性
安定したコネクションを確立し、デー安定したコネクションを確立し、デー
タを確実に届け、改ざんや盗聴から守タを確実に届け、改ざんや盗聴から守
ることがクラウドには求められる。ることがクラウドには求められる。

SSmart Gridmart Gridにも光ネットワーク応用にも光ネットワーク応用

効率的電気供給で注目される効率的電気供給で注目されるSmart GridSmart Grid
技術にも、光ファイバ通信を組み込む技術にも、光ファイバ通信を組み込む
ことが行われている。ことが行われている。

ワイヤレス：スマートフォンなどの台頭ワイヤレス：スマートフォンなどの台頭
スマートフォン躍進、スマートフォン躍進、 AmazonAmazon 社の社の
KindleKindleや、や、AppleApple社の社のiPadiPad等人気。等人気。

基地局新設・セルアンテナと光伝送の基地局新設・セルアンテナと光伝送の
直結による新ニーズが期待できる。直結による新ニーズが期待できる。

WDMWDMフィルタフィルタ

波長ブロッカー　波長選択スイッチ波長ブロッカー　波長選択スイッチ
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32.5%
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-61
-28 -13

39.3%

37.2%
40.3%
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34333432

3321

32 .6 %
33 .6%

29 .3%
28 .5 %

-20
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509523
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71

-100-74-50

39.1%

28.8%

31.0%31.4%

-200

0

200
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1,000

1,200

1,400

1,600

売上高(Net Revenue)

営業利益（Operating income）

粗利率 % (Gross Profit / Net Revenue)

※各社開示資料から弊社作成。
※各社とも決算期が異なりますが、便宜上当社グループの決算期にそろえて色分けしています。

santecsantec

業界全体で緩やかに回復はじまる業界全体で緩やかに回復はじまる

単位　百万ドル

単位　百万円

1Q1Q 2Q 3Q 4Q

07年 08年

2Q

07年4月～08年3月

3Q4Q

JDS UniphaseJDS Uniphase

08年4月～09年3月

凡例

のれん
▲692含む

09年

1Q

OplinkOplink

2Q

OclaroOclaro（（BookhamBookham））

AFOPAFOP

合併効果

3Q 4Q

ベンチマーク　四半期業績の推移比較

09年4月～10年3月
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OCT技術　中日新聞社賞を受賞

　第23 回中日産業技術賞（中日
新聞社主催・経済産業省後援）に
おきまして、当社のOCT（Optical 
Coherence Tomography。光の干渉
効果を利用した断層画像表示方法
。）製品が、中日新聞社賞を受賞
いたしました。

　今回の表彰の対象となりました
のは、「光ＣＴ用高速波長スキャ
ンレーザー」で、産業界にとどま
らず医療の分野でも貢献している
点を評価いただいたものです。

HDMI用光ファイバ配線延長器販売

LCOS技術を適用した製品開発進む

　当社は現在、LCOS技術を取
り入れた光部品の開発を進め
ております。

　LCOS技術は特殊な液晶技術
であり、当社の光部品には勿
論のこと、様々な製品への応
用が期待されており、展示会
等においても、多くの反響を
いただいています。

当社の主なＴｏｐｉｃ

　当社では、LCOS技術を用いた新製品について、早期にリリ
ースできるよう、鋭意取り組みを続けております。

　HDTVハイビジョン映像信
号を簡単に300ｍまで延長配
線できるケーブルセットで
す。

　デジタルサイネージ（屋
外広告）のような、離れた
機器間をつなぐことや、工
場をはじめとする過酷な環
境でも、高精細画像を劣化
なく伝送できます。
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培った光技術で活躍の場を広げる

光通信

研究・製造

センシング

？ＯＣＴ

工業用 歯科

眼科

通信以外の分野を育て、経営磐石化通信以外の分野を育て、経営磐石化

ソフトウェア
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２０１０年度

全社基本方針と経営目標
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２０１０年度　全社基本方針と経営目標

市場ニーズの先取りとスピーディな事業展開

①コア技術の深耕と相乗効果による新製品開発の促進

基本方針

②ＢＵ体制の強化による製品力・収益力の向上

③価格低減要求に打ち勝つ原価低減の全社的推進

④基本作業の再徹底と顧客信頼性向上

⑤業務改革と徹底した経費削減

経営目標



22

重点課題

LCOS技術の追究

クロスコネクトスイッチ

次世代ROADM

次世代網対応光部品開発　

MEMS-HSL装置の発売

HDMI光エクステンダー新製品の開発

MEMS技術の応用

MEMS技術をOCTに適用

OCT開発を加速

断層深度の向上

専用プローブ開発

コア技術の深耕

厳しい環境を勝ち残り、次なる発展へ

コア技術の深耕と相乗効果による新製品開発の促進
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重点課題

光部品 光システム（光測定器・ＯＣＴ）

顧　　客

生産技術

生産

開発

製品企画

生産技術

生産

開発

製品企画

生産技術

生産

開発

製品企画

製品企画

営業

営業

ソリューション

製品企画から生産まで一体の組織で顧客サポートを充実

海外

ＢＵ体制の強化による製品力・収益力の向上

開発

調達
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重点課題

マルチベンダー化促進

原価分析と改善実行

適正在庫管理の徹底調達見直し

設計変更で効率向上

徹底した原価管理

海外協力会社への移管

適用品種の拡大

既存製品改良

海外生産の拡大

価格低減要求に打ち勝つ原価低減の全社的推進



25

重点課題

ルール遵守の徹底

監査と教育の実施
協力会社管理

品質システム遵守

重要工程『見える化』

５Ｓの徹底

基本作業の再訓練

ルールの再徹底・教育

反復訓練の実施

ルール徹底

意識改革

基本作業の再徹底と顧客信頼性向上
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重点課題

あらゆる面で創意工夫

社内スキル向上を加速

開発生産性の向上
経費節減

業務の見直しと改革

設備稼働効率向上

海外子会社業務の効率化

販売管理業務の統合

営業要員の養成強化

販路拡大

光測定器・ＯＣＴ新展開

無駄の排除

営業体制強化

業務改革と徹底した経費削減
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ご参考資料　用語集

MEMS（Micro Electrical-Mechanical Systems＝微小電気機械システム）技術を適用した、高速スキャニングレーザー装置。
従来製品に比べ、一層の高速化を実現できる。

MEMS-HSL

メッシュ型ネットワークなどで用いられる、光信号の接続経路変更技術。通信信号ごとに複雑な経路選択を実現する。光クロスコネクト

Reconfigurable Optical Add Drop Multiplexerの略。複数の波長を組み合わせることで光信号を電気信号に変換せずにやり
とりすることを実現し、高速大容量通信を可能とする。

ROADM

High Definition Multimedia Interfaceの略。デジタル形式の音声・画像を劣化させることなく伝達させるマルチメディア規格の
一つ。光エクステンダーは、光ファイバを用いて音声・映像情報を伝達する延長ケーブル。

HDMI
光エクステンダー

電力網に電力供給を自動的に調整する機能を持たせることで、配電を最適化する技術。配電経路や使用機器などに通信
機能を持たせ、その情報を送電線経由で伝達する。

Smart Grid

Liquid Crystal On Silicon。シリコン基盤上に直接液晶を組み込む高度な液晶技術。LCOS

Fiber To The Home。光ファイバを一般家庭の軒先まで引き、高速大容量通信を実現するもの。

同様に FTTB = Fiber To The Buildingは、マンションなどの建物までは光ファイバとし、構内はLANなどを用いる。

FTTH

Next Generation Network＝次世代網。従来のベストエフォート型インターネットに、より安定・安全・安心に通信するための技
術を適用したもの。

NGN

Optical Coherence Tomography＝光干渉断層画像計。

主に光の干渉効果を利用して断層画像の表示を可能にする技術。人体や測定物に害を与えない光による計測であること、X
線などでは見ることができない断層画像を取得できることから、新しい分野での活躍が期待されている。

OCT

ビジネスユニット制。2009年度に導入した事業部別組織構成。

現在、当社には「光部品」「光システム」「ソリューション」の３つのビジネスユニットがある。

BU制
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ネットワーク時代の光技術先駆者になる

The Photonics Pioneer of Networking

本資料に関するお問合せ先本資料に関するお問合せ先

〒485-0802
愛知県小牧市大草年上坂5823
フォトニクスバレー　大草キャンパス

ｓａｎｔｅｃ株式会社
業務部　管理グループ長　水島 大介

電話　0568-79-3535（代表）　
URL: http://www.santec.com/jp

本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点において
合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果はこれらの見通しと異なる可能
性がありますことをご了承ください。


